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きつつき1.0のアプローチ

テスト目的

アプリケーションが
用途を満たしていることを確認する。

アプリケーションが
リリースできる品質レベルであることを確認する。

テストエンジニアの観点を活かし、テストの活動を
通して、テストベースへ改善のフ ィードバックを行う

きつつきメソッド

テスト観点に基づいて
            要求仕様書を保証する

バグをきつつく

モバイル端末下で
ユーザのシナリオを確認する

ユーザビリティを確認する

Warikanの利用シーンを確認する
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PFD（全体/要求分析/テストアーキテクチャ設計)
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PFD(詳細設計/テスト実装)
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フィルタ型テストアーキテクチャ設計
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要求分析

要求分析からテストベースに対して多角的な視点から要求を分析

要求分析
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テスト設計

品質を保証・バグだしをするだけでなく、
                                  ユーザビリティの観点でもテストを設計

テスト設計
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テスト実装

テスト実装

手順・期待結果を明記しIDをそれぞれ付与することで
トレーサビリティを確保
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まとめ

プロジェクト要求 きつつきメソッド

分類 要求事項 機能テスト バグ検出テスト シナリオテスト ユーザビリティテスト

プロジェクト要求
（MUST）

高頻度の仕様変更、仕
様変更への対応しやす
さや、テストの繰り返し
再実施のやりやすさを
確保

要求ID・テスト設
計ID付与で変更
管理の容易化

ー テスト設計ID付与で
変更管理の容易化

テスト設計ID付与で
変更管理の容易化

プロジェクト要求
（MUST）

テストの再現性をある程
度確保できる

スクリプトテストを
導入

ー スクリプトテストを導
入

仕様書・JSTQBシラ
バス・自作アプリの操
作と機能を組み合わ
せてシナリオ導出し
再現性を確保

スクリプトテストを導入

ヤコブ・ニールセンの原
則と操作一覧からテス
ト設計することでユー
ザビリティ観点の再現
性を確保

プロジェクト要求
（WANT）

アジリティ重視の開発の
ため、テスト活動の工数
はなるべく小さく

ー SBTMを導入 ー SUS法を導入

きつつきメソッドでプロジェクト要求を全て達成できる
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